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                            Ｎｅｗｓ Ｒｅｌｅａｓｅ               

２０１９年 ４月１２日 

京成電鉄株式会社 

当社初！沿線地域と連携して、駅で BGM を放送 

京成上野駅でオペラ「トゥーランドット」の楽曲を 

ＢＧＭとして放送します 
４月２０日（土）～ 

 

京成電鉄（本社：千葉県市川市、社長：小林 敏也）では、２０１９年４月２０日（土）より、京成上野

駅コンコースにおいて、オペラ「トゥーランドット」（プッチーニ作曲）の劇中使用曲をＢＧＭとして放送  

します。 
 

これは、東京都・公益財団法人東京都歴史文化財団東京文化会館（京成上野駅徒歩７分）・ 

新国立劇場が「オペラ夏の祭典２０１９－２０ Ｊａｐａｎ↔Ｔｏｋｙｏ↔Ｗｏｒｌｄ」を展開するにあたり、当社

と東京文化会館が連携してＰＲを行う中で、その一環として実施するものです。 
 

放送するＢＧＭは、本年７月１２日（金）～１４日（日）に東京文化会館で開催されるオペラ「トゥー 

ランドット」の劇中で使用される楽曲を、京成上野駅で放送するため特別に編集したものです。 
 

なお、当社の駅において、沿線地域と連携してＢＧＭを放送することは初めての試みです。 
 

京成電鉄では、今後も様々な企画を通じて沿線地域の活性化に貢献するとともに、お客さまに 

電車を利用したお出掛けをよりお楽しみいただけるよう努めてまいります。 
 

本件の概要は次頁の通りです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 京成上野駅コンコース オペラ「トゥーランドット」ポスター 
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京成上野駅におけるオペラ「トゥーランドット」楽曲の放送について 

 

１．実施時期 

  ２０１９年４月２０日（土）～７月中旬 １０時～１７時 

  ※災害時や緊急時等には放送を中止する場合があります。 

 

２．放 送 曲 

  オペラ「トゥーランドット」（プッチーニ作曲）劇中使用曲 

そのうち、次の５曲を特別に編集したもの 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【参考】 「オペラ夏の祭典２０１９－２０ Ｊａｐａｎ↔Ｔｏｋｙｏ↔Ｗｏｒｌｄ」について 
  

東京都が２０２０年に向けて実施する「Ｔｏｋｙｏ Ｔｏｋｙｏ ＦＥＳＴＩＶＡＬ」の主要プログラムとして、

東京文化会館が新国立劇場と初めて共同制作を行い、海外劇場や日本を代表する各地の  

劇場、実演家団体と連携して展開する国際的なオペラプロジェクトです。世界的指揮者・大野 

和士総合プロデュースのもと、世界中から演出家・歌手が集い、２年にわたり実施します。 

詳細につきましては、「オペラ夏の祭典２０１９－２０ Ｊａｐａｎ↔Ｔｏｋｙｏ↔Ｗｏｒｌｄ」公式ホーム   

ページ（https://opera-festival.com/）をご参照ください。 

 

         

 

 

 

 

原題 邦題

Popoli di Pekino!! 北京の人民よ

Perche, tarda la luna?? なぜ、月の出が遅いのか？

Nessun dorma! 何人も眠ってはならぬか！［誰も寝てはならぬ］

So il tuo nome! お前の名前はわかった！

Diecimile anni al nostro Imperatore…Padre augusto われらが皇帝陛下万歳！

https://opera-festival.com/

